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動を通した学習は,これまでの疾患中心の医療      工.行程および視察地
モデルから生活者のクオリテイ・オブ・ライフ
(以下QOL)を志向する生活モデルを用いた看   ・事前視祭 :2008年1月24日～31日。
護教育のパラダイムシフトを可能とする。この    事前視察は,上記の目標を達成するための
自主グループを活用した地域基盤型看護教育に    情報収集・企画準備を目的とした。
取り組むにあたり,さまざまな自主グループが  。視祭研修 :2008年2月29日～3月4日。
結成された背景やその運営,課題などについて   。視察地 :アメリカ ワシントン州シアトル市
理解することは専門職としての支援のあり方を    セルフヘルプ・グループ (以下SHG)およ
志向していく上で重要である。            びサポートグループ (以下SG),グループ
そこで,社会の変化に伴う健康問題の出現,    関連機関 ワシントン大学 (以下UW)
従来の専門援助サービスヘの批判,市民運動等   '日程 (表1)
のなかで発展したAlcoholics Anonymous(=ア
ルコール依存症者の集まり 以下AA)の発祥         Ⅲ.視察内容
の地アメリカに視祭を行ったので報告する。そ















Alcoholics  Anonymous  (AA)
トグループ)視察
オフィス訪問




3月 3日(月) AAのSHG「1504 CLUBJ Meeting見学
3月4日(火)
Swedish Medical Center

















今 回訪れたのはシア トルのThe Greater
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写真10 スウェディッシュメディカルセンター 写真13 がん情報センター
写真11 病院内の情報センター 写真14 情報センターのケモハット
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